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メル基質中に分泌されているが（Nanci et al., 1998）、
アメロブラスチンをノックアウトした動物ではエナメ
ル芽細胞とエナメル質表面の接着が失われ、はがれて
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図の説明
図2a．基質形成期後期のエナ
メル芽細胞トームス突起
（TP）とエナメル質。トーム
ス突起の細胞膜内外には特に
電子密度の高い構造は認めら
れない。細胞内の裏打ち構造
は発達せず、細胞外のエナメ
ル基質と細胞膜の間にも構造
は認められない。エナメル質
結晶の横断面で周囲を取り巻
いている有機質は電子密度が
高く観察され、中心の結晶は
脱灰されクリスタルゴースト
になっている。
図2ｂ．移行期のエナメル芽
細胞遠位端の細胞膜とエナメ
ル質。縦断されたエナメル質
結晶のクリスタルゴーストの
集団を含むエナメル基質とエ
ナメル芽細胞の細胞膜との間
には数十nmの空間があるが、
特に間を埋める構造は認めら
れない。エナメル芽細胞遠位
端の細胞膜には特に目立った
構造は認められない。被覆小
胞（矢印）が見られ、エナメ
ル基質を吸収し始めているよ
うに見える。
図2ｃ．成熟期初期のエナメ
ル芽細胞遠位端とエナメル
質。細胞膜は入り組んで、波
状縁ができ始め、エナメル質
と接しているところではヘミ
デスモソームが形成されてい
る（HD）。エナメル基質との
間には電子密度の高い基底膜
が作られ始めている（矢印）。
波状縁の中には粗い電子密度
の高い物質が見られる（CT）。
